
 

 

 

 

 

合い言葉『生き生き 学びの三園小』 

輝く新緑のように 

校 長   和田 幹夫 

新緑の美しい季節となりました。学習にも、運動にも絶好の季節です。太陽に向かって力いっぱい葉を

広げ、伸びていく木々の姿は、日々、成長していく子どもたちの姿を感じさせます。しかし、美しい新緑も

一枚一枚の葉を見ると、その色や形は皆同じようで、少しずつ違っています。これも様々なよさや個

性をもっている子どもたちと同じだと思います。 

さて、新年度が始まりまだ一か月足らずですが、元気な声ですすんで挨拶をする姿、一年生に優

しく接する姿、当番や係、委員会などの活動に積極的に取り組む姿、すすんで発言をしたり練習問

題に取り組んだりする姿など、子どもたちの前向きな姿がたくさん見られ、とてもうれしく思います。１年

生も、短い期間にもかかわらず、朝の支度、給食の準備や片付けもできるようになってきました。平仮

名や数の学習も始まっています。 

このような成長の基には、もちろん一人ひとりのやる気とがんばりがあります。それとともに、「人との

かかわり」が大きな要素の一つになっていると思います。まわりの友だちのがんばりが自分を勇気づけ

励ましてくれます。また、友だちや先生、保護者の皆様の励ましや称賛も大きな力となっています。そ

して、他学年とのかかわり。例えば、６年生は１年生のお世話や委員会活動など、下学年の子どもた

ちと接することを通して、最高学年としての役割について自覚を高めていると思います。他学年も同じ

だと思います。新しい友だちや先生、新たな立場でのかかわりも、子どもたちを大きく成長させている

と思います。よりよく人とかかわるには、相手のことを大切に思う気持ちが大切です。相手の話をしっ

かりと聞く。あいさつややさしい言葉遣いをする。心や身体を傷つけることは絶対に言わない、しない。

このことを子どもたちも、私たち大人も大切にし、これからも、みんなが安心して学校生活を送り、共に

支え合い高め合っていくことができるよう、教職員一同力を尽くしてまいります。保護者、地域の皆様

も引き続き、ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

なお、今週から大型連休が始まっています。４月からの緊張やがんばりの疲れが出たり、元気がなくな

ったりする時期でもあります。ぜひ、子どもたちの様子に心を配り、温かく見守っていただけますようお願い

いたします。 

＜子どもたちの様子に心をくばって＞  

【子どもにいつもと違う様子や小さな変化が見られることはありませんか】  

○表情や態度の変化（目線を合わせない、笑顔がなく沈んでいる、感情の起伏が激しい等）  

○身体や服装の変化（食欲の変化、朝起きられなくなった、眠れない、服が破れたりしている等）  

○行動や人間関係の変化（反抗的・攻撃的になる、ものを壊す、友人関係の変化等） 

【子どもの変化に気付いたら声をかけてあげてください】  

「どうしたの？ 何かつらそうだし、とても心配しているよ。」 

「なんか元気がないようだけど大丈夫？」「力になれることはある？」  

○よく話を聴くことがポイントです。最後まで丁寧に話を聴いてあげてください。 

【家庭での対応に困ったら】  

○ぜひ、学校や関係機関にご相談ください（学校電話 03-3932-6317）。関係機関については、本校ホー

ムページにも掲載しています。ご活用ください。 

       みそのだより  

 

令和７年４月３０日 

学校だより５月 号 

板橋区立三園小学校 

みどりの学びのエリア 

 

 

 



 


